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(2)社会科

【平成２８年度「熊本県学力調査」観点別定着率】

第１学年 第２学年

社会的事象への関心・意欲・態度 ７５９ ７９９. .

社会的な思考・判断・表現 ５８４ ６０４. .

資料活用の技能 ５１９ ５６４. .

社会的事象についての知識・理解 ５７６ ４９５. .

、 。平成２８年度の県学力調査結果からみえる社会科の課題は 大きく２点あります

１点目は、基礎基本の定着が不十分であること、２点目は、資料をもとに社会的事象

の意味や特色、関連性等について考え、表現することが不十分であることです。

基礎基本の確実な定着とともに、適切な言語活動のもと、思考力・判断力・表現力

の育成をめざした授業改善をお願いします。

① 授業改善に向けて

現行学習指導要領の下で、社会科の学習では社会的事象に関心を持って多面的・多

角的に考察し公正に判断する能力と態度を養い、社会的な見方や考え方を成長させる

こと等に重点を置いて改善が目指されてきました。一方で、主体的に社会の形成に参

画しようとする態度や、資料から読み取った情報を基にして社会的事象の特色や意味

などについて比較したり関連付けたり、多面的・多角的に考察したりして表現する力

の育成が不十分であることが指摘されています。また、課題を追究したり解決したり

する言語活動を取り入れた授業が十分に行われていないこと等も指摘されています。

そこで、これらの課題を踏まえ次期学習指導要領改訂に向けて、社会科における教

育目標は 「公民としての資質・能力」を育むことを目指し、その資質・能力の具体を、

３つの柱で示すことが議論されてきました。

【３つの柱】 ①「知識・技能」

②「思考力・判断力等」

③「学びに向かう力・人間性」

この３つの柱に沿った資質・能力を育成するためには、課題を追究したり解決した

りする言語活動の充実が求められます。社会科においては、これまでも、小学校で問

題解決的な学習の充実、中学校で適切な課題を設けて行う学習の充実が求められてい

ます。そうした学習活動を充実させるための学習過程の例としては、課題把握、課題

、 。 、 、追究 課題解決の大きく３つが考えられます また それらを構成する活動としては

動機付けや方向付け、情報収集や考察・構想、まとめや振り返りなどの活動が考えら

れます。
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【 】平成２８年度中学校教育課程地区別研究協議会（社会科）概要

【 】② 言語活動の充実 言語活動の充実に関する指導事例集』の社会-6科から『

、授業改善の手がかりとして

言語活動の充実をもとに、思

考力・判断力・表現力等の育

成を図った事例が、文部科学

省ホームページの『言語活動

の充実に関する指導事例集』

に紹介されています。

１０の実践例が掲載されて

いますので、授業改善へ向け

て、活用をお願いします。

【 】社会科の事例一覧


